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（ｼﾞｪｲｱｰﾙ東海ﾂｱｰｽﾞ労働組合 佐藤 大二

平成28年4月17日（日）～１８日（月）にJR東海ユニ
オン青年委員会主催の開くr日歩ユース2016 in
Osakaが開催されました。JR東海連合ユース倶楽部から
は、佐藤幹事と徳田幹事の2名が参加してまいりました。
120以上の分会から計231名のユース組合員が参加し、
開催地の大阪らしく笑顔の絶えないイベントとなりまし
た。1日目は、グループに分かれて、地下鉄を利用したラ
リーが行われ、大阪の観光地を最大限活かしたイベント
となりました。大交流会では、一筆書きゲームやイラス
トクイズなど、様々なゲームが行われ、各グループで非
常に盛り上がりました。会の最後には参加者全体で円陣
を組み、会場全体を埋め尽くすほどのユースの輪がつく
りあげられました。2日目は、労働組合はなぜ必要なのか
？といった組織についての学習会を行い、グループワー
クを通じて、組合の重要性について学びました。2日間で
1705枚もの写真が撮影され、多くの仲間と活発に交流
が図れました。こうした活動をユース倶楽部につなげて
いきたいと実感しました。

佐藤幹事 徳田幹事
播磨幹事長

平成28年4月17日（日）～１８日（月）に出雲
にてJR西労組青年女性委員会主催の『バスユース
フォーラム』が開催されました！昨年に引き続き
、JR東海バスユニオンから2名が参加しました。
今回は、JR北海道バス屋JR四国バスの組合員も
参加され、安全、サービスについてのディスカッ
ションを通じて、地域ごとの違いや、問題点につ
いて意見を交わすことができました。2日目には
、出雲大社を舞台にレクリエーションが開催され
、出雲大社内のウサギの石像の数を数えるミッシ
ョン等、グループで楽しみながら散策をし、全国
のJRバスで働く仲間と交流を図ることができまし
た。今後もより一層活動の輪を拡げていきたいと
思います。


